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（臨時休校時）⼩牧市オンライン学習〜こどもと学校をつなぐ〜

Teams・Forms eライブラリロイロノート
OneDrive

（共有ライブラリ）

・学級単位で、
課題配信⇒学習
履歴の把握
・学習履歴に応
じた個別課題配
信

・学級単位で、課題
配信⇒回収⇒添削
・テキスト・音声・
ビデオ・写真カード
による課題提出
・アンケート・小テ
スト機能の活用

【会議開催】
・学級単位で、音声や
チャットを用いた健康観
察、学活など

・学校⇒児童生徒に連絡事項等を配信（メールやホームページ、
OneDrive共有ライブラリへの掲載、ロイロノートの送る機能）
・学校行事・授業動画等の配信（Teams中継やStream動画配信を含む）

【会議開催】
・学級単位で、教員が学
習ポイントを説明し、質
疑応答（ミニ授業）
・接続中に、課題資料の
配布・回収
・児童生徒間の意見交換

パイオニア校のみ 小中学校

・学級単位で、決まった
時間に、チームの投稿画
面から、課題配信⇒期限
を設定し、課題を回収
・Formsアンケートによる
健康観察など

グループ通話

顔が見える

一方向

・みんなの学習クラブに
よる自主学習等も可能Basic

資料６



（臨時休校時）⼩牧市のオンライン学習の５ステップ

Step1

Step2

Step3

Step4

Step5

【Web会議システム、授業支援ソフトの同時使用】
①教員と児童生徒を映像でつなげて、健康観察や
学習ポイントを説明する。
②「教員と児童生徒の顔画面」と「学習資料画
面」を切り替え表示しながら、学習する。
③②に加えて、小グループ（4人程度）で
協働学習（意見交換等）を行う。

・Web会議システム（カメラOFF）で、音声や
チャット（文字でのやりとり）を用いたやりとり
・授業支援ソフトやクラウドツールを活用した課題
配布・回収

・ドリルソフト（１人１アカウント）で課題配信、
学習履歴の把握
・ソフトウェア上で、児童生徒と教員間で双方向の
やりとり（児童生徒からの質問に対する回答等）

・学校HP等で学習素材（プリント等）を配信
・ドリルソフト（学校共用アカウント）で
課題配信

・メールや学校HPにより、学校行事等の連絡事項を
配信

・複数システムの利用により、膨大な
通信量が予想されるため、入念な接続
テストが必要
・クラス単位や４人グループ単位に映
像を切り替えできるシステム
・児童生徒１人１台端末と、教員側に
２台の端末（モニタ用と映像発信用）
が必要

・クラウド利用による通信量の増加に
対応できる校内・校外LAN環境
・接続テストが必須
・ログイン等の基本操作の習熟
・家庭・学校からの問合せ対応

・各家庭にインターネット環境やプリ
ンタが必要
・学習履歴が残らないため、習熟度が
分からない。

・保護者メールへの登録
・未登録家庭へ登録を依頼

活動イメージ
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必要条件・課題等

・ドリルソフトの全校導入
・児童生徒の個人アカウントの設定
・端末の持ち帰り
・ログイン等の基本操作の習熟
・家庭・学校からの問合せ対応

※家庭のインターネット通信に要する経費は、各家庭にご負担いただきます。


